
人工 湖の 

放流 通種 と考えられる 

サクラマス及びワカサギについて 

コヒ 海道正水産胎化 場 

研究職員 長 @ 内 千人 ， 已 、 

え方を明らかにするため @ こ ，二股人工湖を 

l1l 古 はしが ぎ 調査 湖 として，昭和 37 年来湖の性状を 調査 

する一刀に 放 いて，移 植と 放流を計画的 

湖の基礎生産力と   性状を知ることによっ 

て ，水面を活用するための 放流通 種 が定ま 
菟 ] 図 = 股 人工 湖 ( シューバロ 湖 ) 

      増殖の効果を 現 あ すことができる ， 即 

                                                              ワカサギ，支笏湖，   
ている ヒメ マスがその例であ る， しかし，   
が 増して， 各地に発出と 漕 @ 竿を目的とし 
た 冬月内ダム と                                                           
安定であ ると云 う ことのために 仔類 の 生 ・ 育       
見 つげだすたあ の手段として ，湖の生産体 

系 として捉えられている 一次，二次，三次 

生産の体系を ，食物連鎖系の 場の中で考え 

てみた。 即 ちブランバトン 及び 底 懐生物 

と ワカサギ， コイ， フナを， ワカサギ とサ 

  ラマスを，サクラマスと 漁業及び 釣 遊者 

との細み合せであ る，そしてこのような 考   

  



泰一 ]  移植放流魚並びに 場所 

l 放流魚 一 放流魚種 名 放流年月日放 流 数 

  ワカサギ イ ( ( 発眼卵 当歳 ) )    仁兄 9   l l 万屋 億粒 
    

    

  
  
ペン ケ キューパロ @       

ヒメ マス ( 稚 魚 )  38. 4.25 推定 40 万一 45 万 尾 湖畔事前 
  
      

    
  

  
    

      
    

  パン ケモニー パロ l サクラマス，稚魚 ワカサギ ( 受精卵 T  )!40  40     5.3l 5.2f l 推定 億粒 4 万一 4 万 5 千 尾 ⅢⅢ口に放流   4.158.6..20 ・ 2.95 
    
( 表一 l @, ( 図一 l) に実施してきた。 フナ ( 金魚 )  C ノゐ籠 紛れれ畑地 S 

その結果 湖 の 道種 として繁殖に 期待がも スジェ ビ ム ea ん屋グル 肪 j 磁掩 
て うるところのワカサギ ，サクラマスの 生 ワ カ サギ はノタ on 舵 S% oZ@d%s 

育 状態について 報告する。   イ 0 ツ ナわれれ s c 禰グタ @o 
サクラマス O れ co 姥ノれ じ 乃れ s m 愁 o ぴ 

2.  棲息魚の生育につ         そして生育 魚 のうち ェ ゾウグイ， フク ド   

、 ジョウ ， フナ， ワカサギ， スジェ ビ ， サク 

湖は昭和 35 年 l2 月に湛水したもので ， 当 ラマスの 6 種 は ，ワカサギ定置網 ( フク ベ 

時は魚の棲息することは 知られていなかっ 網 ) で漁獲がなされ ，湖畔の土産品店で 利 

たのであ る。 その後 l 年を経過した 昭和 37 用されるまでに 生育し繁殖を 示している， 
年には 表一 2 の ェ ゾウグイ (T ㎡㎏ lodon 

ez 穣 1, フクドジョウ (Bar ㎏ tulatoni0r ㏄ s), 
フナ、 全角、 X@arassius auratus), の自然繁殖 ]. ワカサギ 

種とヮカサ判     Hypomesusolidus,1, サクラ 観察に用いた 魚は ，昭和 38 年 l 月 l5 日の 

マス (OncorhynchusmMsou),  コイⅠ Lypni.  l0 尾と 昭和 39 年 8 月 2l 日の ln 尾と 昭和 41@ 年 
nascarpiol, スジェ ビ CLeanter                             5 月 2l 日の l00 尾であ る，諸種 は プランク 

の 移 植種 と合せて 7 種の生育することが 知 トン食性として 知られているもので ，古く   から末利用 湖 の移植 適種 として扱われ ， 本 

湖 についても湛水翌年の 昭和 37 年来継続的 
表一 2  二股人工湖の 魚類 柑 

に 放流が行なわれてきた ，そして 該魚 の 再 

フクド、 ジヨウ B リアみ目 れぬ fo れ i0 グり Ⅰ S 捕 傾向は，放流初年次 ( 日召 オ a37 年 ) の群に 的 

エ ゾウ ク，イ T ガラク 10 け 0 れ 九のん o 移 p 移ぷ s いて， 8 ヵ月の生育で 平均体重 6,119, 平 

ezoe 均 体長 8.54cm の成長量を示して 翌年 l 月に 



表一 3  移植放流ワカサギの 成長 度 

捕獲年月日標本数 l 1 体重 一一一一一 平均 @ 大最小平均最大最小平均最大 K  l 全長 "  " c.m.. @  体長 @ c.m.  小 1 l 年 年 2 年 @ 齢 明捕獲 l 法 
38. 1. l5 

39. 8.21   40. 5.26   
は採 捕されている ，しかし潮合が 増すにつ 

れて魚体も倭 小 となって，成長度は 逓減す 

る傾向のあ ることを図一 2, 表一 3 は示し 

ている。 このよ 5 にワカサギで 認められる 

成長量の逓減傾向は ， 人 T. 湖の性徴として 

一般に認められていることなのであ るが， 

二股人工 湖 もその例に洩れないことが 窺い 

知られた。 

2. サクラマス し 陸封型サクラマス ) 

湖に棲息するサクラマスは ，水産庁北海 

道さげ・ます 脾 仕場から昭和 37 年，昭和 38 

年，昭和 39 年の 3 回にわたって 交付を受 け 

図一 2  体長・体重の 分布傾向 
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た l5 万粒の発 眼 卵からの 脾化魚で ，観察に 

供した魚は昭和 39 年 l0 同 l7 日の 2 宅と 昭和 

4C@ 年 5 月 26 日の 3 尾と昭和 40 年 7 月 l3 日の 

2 尾で各々釣り ，定置網 し ワカサギ フクベ 

ドウ @1 で捕られたものであ る。 

イ 成長最 

高 楠 魚の成長量は 表 一 4 に示した通りで 

昭和 40 年 5 月 26 日の再 捕魚 l 尾を除いた全 

部が昭和 39 年に放流した 稚魚であ って，そ 

の成長量は体重に 於 いて平均 38.65 名 増 ， 

体長に 於 いて平均 9.535cm 増 と良好な成長 

を示している。 

次に 鱗 経と体長， 輪線数 と体長との関係 

  

 
 

  

  

5 - 

  

｜
 
'
 ｜
 r
 

  

 
 

  

 
 

  

 
 

●
●
●
●
●
 

・
 

圭
 

Ⅰ
●
 

1
 

●
●
 

  
  
  

  
  
  
  

  
即
 ・
 
5
.
 
筏
 



は， ム一 5, 図一 3 に示した比例的 閉係 か 表一 4  昭和 39 年放流魚の成長 且 

見出される。 貝 打ち     
憐 経と体長とに                           成長 量 
r=0.0046L+0.0l83     
輸線数 と体長とに 

し -0 ． l92lL 一 l.0377   
r : 鱗径 c : 輪線数 L  : 体長 

    
の 直線的 H 係 てあ る。 

            これら 再 補色の 鱗相 状態は写真 l-   
7 に示した，写真に 於 いて昭和 39 年に放流       
して昭和 41w 午に高楠した 鱗柑 の 殆 んと全て 

か， 核の近くに年号とおばしき 輪 線の密の 3. 増頓 対策 
ボ 分か観察されるか ， これは血中養成 て形 

成されたもの て 年売てはない。 前唄の観察 桔 欠から 7 カサキ 及ひ サクラ 

図一 3  件 艮と輪 線及び 鱗 経との関係 
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39. 5. l5 放流 39. l0. l7 棟 捕                                                                             
マ マ ベ シ @ エヒ 。   

イ， フナ， ドジ ウ 

                                                                                                                          このようなこと                                                   
って，生育は 比較的良好であ ることと容易 ために， 伍 類の生育の場としては 適してい 

に 棲みつくことが 明らかにされた ，そして                                                                                                   
                  ラマス及び 7 ヵ サギ の 牛 ．肯を妨げ                   ラマス と ワカサギを 適種 として 管 
る性状の存在しないことをも 示している， 理し利用を図ることが 好ましい形であ るこ 
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表一 5  百 描 魚の年齢 と鱗 経と 輪線 数及び放流年次 

再捕 年月日 個体番号一一一一一 年 齢 放流年次 

        50     22 
183             37   38   39   75@ I@ 0.34@ i@ 13   39 

40.  7. 13     28   39   Ⅰ 174 60     0.75 0.735   31         39   
        

    １１１ l 3 7 １ ㏄ 6 4 8 5 25.28   
とが明らかにされた。 そして核種の 増殖 

は，積極的な 放流であ って，計画的な 資源 

の管理であ る。 

即ちサクラマスの 増殖については ，長内 

(l962) が雨竜人工 湖に 棲息するサクラマ 

スの 胃 内容物を調べた 結果，摂食積 は殆 ん 

ど全ての魚がワカサギの 単一で，プランク 

トン とヮヵ サギ， ワカサギ と サクラマス と 

云 9 食餌連鎖の組み 合せがあ って相互に関 

連 世 のあ ることを指摘 1. ていることから 見 

ても， 諸 種の増殖は餌となるワカサギの 計 

画的放流が必要であ る。 

一万ワカサギについては ，潮合が進むに 

従い棲山化する 成長要因と，再生産能力の 
減退を解決するための 調査が必要であ る。 

更に資源管理から 見たサクラマス 及び 7 

ヵ サギ の増殖対策は ， ワカサギについては 

産卵 群 の 保ゴと 産卵床の助成と 保護であ 

る。 サクラマスについては 一つは再生産能 

力が備わるまでの 移植と放流であ り，二つ 

は河川に於ける ヤマ べの保護であ り，三つ 

は産卵のために 遡呵 する親魚の保護であ 

り，四つは 餌 となる ヮカクサギ の増殖であ 

ろ 5 。 

4.  要   

l. 報 笘は人工 湖て 容易に凄みつき ，放流 

の適 種 と考えられる ，サクラマス と 7 ヵ 

サキの生育について 論究した。 

2. 二股人工湖の 魚類 相は表一 2 の在来種 

3 種こ移 植 4 種の 7 種てあ る。 

3.  ヮヵ サキは放流 ヰ かその翌年に 角度の 

対象 @_ なるか，放流年に 放いて体長，体 

重とも一番大きく ， 湖令か 進むに従い色 

体は倭 小 化すると云 う 逓減傾向か認めら 

れる。 

4. サクラマスは 放流年か翌年において 再 

捕 かあ って，湖に容易に 棲みつき，成長 
は 比較的良好てあ る，そして 鱗相 に観察 

された 鱗と 体長， 輪線数 と体長には 

r=0.0046L+0.0183 

c=0. l92lL 月 ． 0377 

なる比例的な 直線的関係にあ る " 

5. サクラマス 並 ひにワカサギに 対する増 

殖対策は，積極的な 移植 と 放流てあ っ 

て ， 更に産卵 親 魚群 並ひ仁 稚魚の保護と 

育成を目的とした 資源の管理てあ る， 
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